



















































































































































さ ら に 、












と 規 定 し
のかを出発点として
にその根をおいているといってよいてあろう。
ば 已 に こ れ 感 、
てあれ、




と い う 間 題 が 横 わ っ て い たのてある。 誤 り な り
C 」と道破したところに起因する。
従って、
朱 子 が 事 事 物 物 に 迎 あ り と し 、




既 に 二 な れ ば
「所以の者」とされる限り、 ーデ





























































































































































































































































































































































































































































































































主 と 客 と を 統 一 す る と は い か な る こ と か 。
こここ
、




























































へ 出 な け 礼 ば な
ヘ 歩 み よ る こ と } [ よ っ て 、 王 の 側
は

































































） の 照 ら し
写し取る聞きこそが内外
こ 統 一 あ らしめる連勁 で あ る 。























、 、 、 、


































































































































































































































































































































な る 心 を 働 か し め て 、
物を開らし、









こ 詞 汀 る 連の存在原理内性
ー＜







ょ 士 る な リ
、
9_` ことである。





















と い うのと同恨てあ る 。
さらに『大
のごと
















































































































































































































































































朱 ・ 王 両 息 想 の 比 較 論 的 研 究


































序 を 付 して刊百したのは、
刊行と同じ年てあった。
この頃の陽明は、
















































（ 善 ） に 復 す 、
と 珪 解 して行けは、
恥明狐自の思想に近つげるc

























各加〗4,6そ ＾ し 、






































































「 杞 物 」 との両、べ祖俣つと こ ろ に む き 、






















































































































































































































































































































































































而 本 体 之 知 、







故 致 知 者 、
誠 意 之 本 也 、










是 之 謂 止 至 善 、













而 徒 以 格 物 者 謂 之 支 、
不事於格物、
而徒以誠意者謂之虚、
不 本 於 致 知 、
而徒以格物誠意者請之妄、
支 与 虚 与 妄 、
其 於 至 善




「 誠 意 の 功 — ー ー 格 物 」 に 対 し て
「






















































































































































































































































































































































る へ き て あ ろ 、 ） か 。
そもそ






すでにC項 で 叫 ら か
にし
た よ う 旦、

















































































たんに潜在 的 な 観 念 と し ての 陽明に詞いて
は「格物」は
とさ訊だのである。
身 が な け れ ば 心 も な い 。




















































































































































「 格 物 」 は
（懸空なる虹てなく）
本休そのものとしての知の働ぎの全体を、






































な い て あ ろ り
























































し て 囮 く と




































































































































































































と 解 釈 で き る 根 拠 を 論 定 す る こ と に よ っ
て 、



























































の 極 の 現 実 化 を 目 指 す 一 方 、
政 知
↑↓＿冷物一の















































































































と が 統 一 さ れ

















夢 幻 で な い 形 象 と し て の
しかもその一体的こ慟く心
































































� プ 9 甘 『 4 1 ’ ガ
心が「ああ気の
心の中に捉え込まれた物はすでに心と分か汎て二なる物てはない。心と物は一である。しかも
を 捉 え 、






















朱 ・ 王 両 息 想 の 比 餃 論 的 研 究
⑪ 
『大学古本庁』の改叶については、
ず で に 山 下 龍 二 氏 『 恥 明 学 の 成 立 』 が 触 れ て
いるように、
四十七歳『言本大学』刊符ら屁り応，い只ら11く、













改 訂 後 の も の で あ る 。
『王陽明全書』巻之五・文録ニ・書・与黄勉之同右．
「与陛元静」ニ
同右．巻三・伝習録下こ れ に 関 し て は 『 伝 習 録 』 中 （ 全 書 ・ 巻 之 二 ） こ 「 、 ぃ 者 身 之 主 也 、
而、し之虐王明寛、




(9) (8) (7) (G) 
これについては、





本 倫 刑 学 会 論 集 ・ 第 五 集 『 日 本 に ぢ げ る 坦 法 の 間 隠 』 所 収 乃 拙 論 稿 一













向 息 い 心 り 比 的 論 的 研 究 』 第 一 部
剖 出 せ さ る を 得 な か っ た 内 的 動 囚 こ そ が 而 思 圧 研 究 刀 中 核 的 祝 四 に 凱 え ら れ ’ 戸 は な ら ぬ だ ろ う 。 詞 け る 姿 勢 ・ 煎 度 □ 長 打 ち さ れ た 伯 性 的 な と 、
今やわれわれは
朱子と王肌叫と、















の 文 字 通 り の 表 現 に よ る の み で な く 、
し
か も 後 者 に よ っ て 対 抗 的 に 樹 立 さ 九 た 哲 理 も 、
そ の 恨 抵 に ‘ 一 旦 い て 著 し い 相 異 か あ っ た の て は な い
や、、






















尺 し り こ 且 こ
の
心111なし
にフ
ll叫廿りばし
そこての諭刑旧斉合と統一こそが「政
筑波大学
後
有
意、
無
知
則無意突、
知非意之体乎、
意之所用必有其物、
物即事也、
·:·:」とある。
即ち、
心のいわゆる本体は虚霊明覚て、
本然の良知である、
その
虚霊明覚の良知とは、
箪者の言葉によれば、心の本体の有する、あるいは本体そのものとしての可能的・潜在的
な「知」の働きの全体で、
その可能的・滑在
、、、、
的な（虚にして霧明なる）心がもの（外物）に感じて動くとき、
それを意というの
である。
従って、
知る拗きがあって
のち意（心の動き）があり、
知が
な
ければ意はなく、
逆に意がなければ知はない
、こ
と
になる
。だ
から知は意として心が働くときの体（もと）である。
意と知はかけはなれたものでな
く、
意が物にかかわり、
物を捉えこんで慟くこと、
そ
れ自体がすでに知である。
以上のようにこの文は解せら
れ
る
。
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